
　

事
務
所
開
設
当
時
、
火
砕
流
は
依
然
と

し
て
多
発
し
て
お
り
、
復
興
が
急
が
れ
る

現
場
周
辺
で
の
工
事
は
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
で
し
た
。
現
場
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
や
監
視
所
を
整
備
す

る
な
ど
、
安
全
対
策
を
講
じ
な
が
ら
一
日

も
早
い
島
原
の
復
興
を
目
指
し
、
命
が
け

の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
山
災
害
を
前
に
難
航
す
る
工
事
の
状

況
を
打
開
し
た
の
は
、
建
設
機
械
を
遠
隔

操
作
す
る
世
界
初
の
試
み
と
な
る
「
無
人

化
施
工
技
術
」
の
開
発
で
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
砂
防
施
設
の
整
備
は
加
速
し
、
復
興

の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
「
Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
（
雲
仙
）
方
式
」
と
し

て
全
国
の
災
害
現
場
で
活
躍
し
、
大
き
な

成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

２

「人生の達人」
雲仙復興事務所の皆さん THE SCENE　Vol.41

▲雲仙復興事務所に関する
　詳細は、ホームページで
　確認してください

qsr.mlit.go.jp/unzen/

命
が
け
の
復
興
工
事

無
人
化
施
工
技
術
の
開
発

地
域
と
の
協
働

歩んだ軌跡
　平成２年 11 月、198 年ぶりに噴火活動を再開した雲仙・普賢岳の噴火活動

が終息しない中、島原の復興と安全を守るため平成５年４月に開設された、雲

仙復興事務所が今年度で閉所の予定です。島原復興までの 28 年間のあゆみと

功績を振り返るとともに、そこで活躍してきた人々を紹介します。

特別編島原に生きる

28
年
の
あ
ゆ
み

雲
仙
復
興
事
務
所

国
土
交
通
省
　
九
州
地
方
整
備
局

RCC 工法によるえん堤工事

鋼製スリット据付け工事

サー坊



　

被
災
地
復
興
の
先
駆
け
と
な
っ
た
「
安

中
三
角
地
帯
嵩
上
げ
事
業
」
や
、
ふ
る
さ

と
の
遺
構
を
守
る
「
わ
れ
ん
川
整
備
事
業
」

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
む
ふ
る

さ
と
の
復
興
を
支
援
。
災
害
の
伝
承
や
地

域
防
災
力
の
向
上
、
そ
し
て
島
原
半
島
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
連
携
な
ど
、

地
域
発
展
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
「
島
原
深
江
道
路
」
は
南
島
原
市
と
の
交

通
を
確
保
、
災
害
に
強
い
道
路
を
目
指
し

平
成
11
年
に
完
成
。
そ
し
て
「
島
原
中
央

道
路
」
は
、
諫
早
ま
で
続
く
島
原
道
路
の

一
部
区
間
と
し
て
計
画
さ
れ
、
平
成
24
年

に
完
成
。
島
原
の
観
光
や
物
流
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
復
興
と
さ
ら
な
る
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
事
務
所
開
設
か
ら
28
年
の
歳
月
を
か

け
水
無
川
、
中
尾
川
、
湯
江
川
で
砂
防

え
ん
堤
や
導
流
堤
な
ど
、
数
多
く
の
砂

防
設
備
が
完
成
し
ま
し
た
。
噴
火
災
害

当
時
の
よ
う
な
大
き
な
土
石
流
や
溶
岩

ド
ー
ム
の
崩
壊
な
ど
の
災
害
か
ら
、
静

か
に
人
々
と
ま
ち
を
守
り
続
け
ま
す
。
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砂防設備 基幹道路整備 地域協力

道
路
の
整
備

砂
防
設
備
の
完
成

島原と共に歩んだ軌跡
島原の復興を支えた人々へ贈る ありがとう。特 集

中尾川上流砂防えん堤群

安中三角地帯嵩上げ事業

われん川整備事業

水無川上流砂防えん堤群

湯江川砂防えん堤



　
水
無
川
や
溶
岩
ド
ー
ム
周
辺
に
は
、
カ
メ

ラ
や
振
動
計
、
レ
ー
ダ
ー
測
量
機
な
ど
数
多

く
の
観
測
機
器
が
設
置
さ
れ
、
土
石
流
の
発

生
や
溶
岩
ド
ー
ム
の
動
き
を
休
む
こ
と
な
く

監
視
、
観
測
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
関
係
者
の
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、

県
や
市
な
ど
の
関
係
機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
ず
、
想

定
外
の
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
の
教
訓
を
後
世

へ
伝
え
る
た
め
、
防
災
意
識
の
向
上
や
、
噴

火
災
害
の
伝
承
な
ど
に
協
力
、
支
援
し
て
い

ま
す
。

４

安
全
安
心
を
支
え
る
人
々

安
全
安
心
が
当
た
り
前
で
あ
る
た
め
に
、
影
な
が
ら
支
え
て
く
れ
る
人
々
が

い
ま
す
。島
原
半
島
の
最
前
線
で
働
く
人
々
の
仕
事
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
警
戒
区

域
や
土
石
流
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
か
も

し
れ
な
い
現
場
で
は
、
工
事
関
係
者
の
安
全

を
第
一
に
考
え
ま
す
。
天
候
や
溶
岩
ド
ー
ム

の
状
況
を
常
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
ス
ム
ー

ズ
に
工
事
が
行
え
る
よ
う
管
理
、
監
督
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
５
年
４
月
に
着
手
し
た
雲
仙
・

普
賢
岳
の
直
轄
砂
防
事
業
が
、
今
年
度

で
終
了
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
雲
仙
復

興
事
務
所
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
多
く
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
噴
火
災
害
か
ら
の
復
興
と
い
う
目
標

に
向
け
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
、

当
事
務
所
の
仕
事
の
大
き
な
特
徴
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
に
携
わ
れ
た
こ

と
に
、
当
事
務
所
に
勤
務
し
た
歴
代
職

員
・
現
役
職
員
の
誰
も
が
喜
び
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

雲
仙
復
興
事
務
所
は
閉
所
予
定
で
す

が
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
引
き
続
き
安

全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

雲仙復興事務所
　田

た む ら

村　毅
たけし

　所長

最
前
線
で
指
揮
を
と
る

島
原
の
今
を
見
守
る

地
域
の
人
々
に
伝
え
る



島
原
半
島
の
未
来
を
守
る
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沿　革

　

砂
防
設
備
の
完
成
に
よ
り
、
雲
仙
復
興
事
務
所
は
そ
の
役
目
を
い
っ
た
ん
終
了
し
ま
す
が
、

今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
防
災
に
関
す
る
設
備
の
維
持
・
管
理
、
そ
し
て
土
石
流
や
溶
岩
ド
ー

ム
の
監
視
・
観
測
に
は
、
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
島
原
半
島
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、
令
和
３
年
４
月
か
ら

は
新
た
に
、
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
「
雲
仙
砂
防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と
し
て
、
存
続
す

る
方
針
が
昨
年
12
月
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
島
原
半
島
の
人
々
や
ま
ち
を
災
害
か
ら
守
り
、安
全
安
心
を
支
え
て
く
れ
る
人
々

に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
安
全
を
祈
念
し
ま
す
。

平成 5 年４月

平成５年 11 月
平成６年 10 月
平成７年９月
平成９年 11 月
平成 11 年２月
平成 13 年４月
平成 13 年 10 月
平成 14 年９月
平成 24 年 10 月
平成 27 年１月

平成 30 年３月

令和２年３月

令和２年６月
令和３年３月

建設省雲仙復興工事事務所（当時）開設
直轄砂防事業着手
島原深江道路建設着手
世界初の無人化施工による除石工事着手
水無川１号砂防えん堤工事に着手
千本木１号砂防えん堤工事に着手
島原深江道路全線開通
島原中央道路事業化
湯江川砂防えん堤工事に着手
大野木場砂防みらい館開所
島原中央道路供用開始
溶岩ドーム崩壊対策 

（水無川砂防えん堤嵩上げ）着手
溶岩ドーム崩壊対策

（水無川砂防えん堤嵩上げ）完了
中尾川・湯江川直轄砂防事業終了

（長崎県へ移管）
水無川の一部で直轄砂防管理に着手
国土交通省雲仙復興事務所閉所（予定）
水無川直轄砂防事業終了（予定）

島原の復興を支えた人々へ贈る ありがとう。特 集

①防災室で打ち合
わ せ ② 火 山 防 災
ワークショップ ③
現地調査 ④雲仙復
興工事事務所開設

（H5.4）⑤合同防災
訓練 ⑥溶岩ドーム
調査 ⑦・⑧平成新
山調査登山
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